
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都府農地・水・環境保全向上対策協議会 

第 2５ 号 

平成 2９年９月２６日 

活動組織の広域化に取り組む美浜町（福井県）を視察！ 
 
 京都府内の「日本型直接支払」の多面的機能支払、中山間地域直接支払に取り組む活動組織

では、加速する農家の減少や高齢化の進行、後継者不足など様々な要因により活動の継続に不

安を持っている組織が増えています。 

 しかし、これらの活動は、安心安全な食料の供給を支える農村や、美しい農村の景観、豊か

な文化伝統などを守るために不可欠な活動です。 

 厳しい状況のなかで、活動を継続するための一方策として、 

本協議会では活動組織の広域化に着目し、36名の府市町等の 

職員が先進地の視察研修を行いました。 

 

◇視察研修の概要 

 日 時：平成 29年 9月 8日（金） 

 視察先：美浜町広域協定事務局（福井県美浜町） 

 参加者：協議会会員京都府、市町、協議会事務局 

◇広域化のメリット 

 ・作成する書類の量が大幅に減る。 

 ・物品の一括発注により経費の削減ができる。 

 ・検査の対応が基本的になくなる。      

 ・小さな地区の事業採択が可能となる。   など 

 

予定時間を超え熱心に質問がでるなど、広域化に関心を持 

った市町も多くみられました。研修内容に関する問い合わ 

せは協議会事務局へお問い合わせ下さい。 

広域化について熱く解説をする 

美浜町担当職員 

熱心に研修に取り組む参加者 

事務手続きイメージ 広域化組織イメージ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お気軽に御相談ください！ 
 
協議会では平成２９年度も引き続き、以下の３名の推進員を配置し、活動組織の支援を行っ

ています。 

＜相談の例＞ 

・事業の取組みや交付金の 

活用について 

・実績報告書や地域資源保全 

管理構想等の作成について 

・水路、農道等の長寿命化工 

事について 

推進員への相談希望は、最寄りの市町村担当課まで連絡をお願いします。 

 

森田一三 

南丹ブロック 

大槻尚武 

中丹ブロック 

本田明日公 

丹後ブロック 

 

役員が新体制になりました！ 
平成 29年度 6月 30日開催の臨時総会において、新役員が承認され、新体制は以下のとおり

となりました。 

会 長  綾 城 義 治 （京都府農林水産部長） 

副会長  藤 本 伸 幸 （京都府農業協同組合中央会参事） 

〃   小 田 一 彦 （京都府農業会議副会長） 

〃   久 田 吉 治 （京都府土地改良事業団体連合会常務理事） 

監 事  柏 尾 寿 和 （亀岡市産業観光部農政担当部長） 

〃   芦 田  收 （福知山市農林商工部次長） 

お知らせ 
１ 国への提案活動 

 平成 29年 6月 23日（金）近畿農政局、平成 29年 6月 26日（月）農林水産省へ以下の内容

について要望・提案活動を行いました。 

（１）必要な予算の確保すること。 

（２）事業制度について 

農地維持支払・資源向上支払（共同活動、長寿命化）・

推進交付金の区分をなくし、活動組織の地域事情に応

じた弾力的な活用を可能にすること。 

２ 共同活動 DVDの貸出しについて 

当協議会では、共同活動に取り組む活動組織を対象に、各種

共同活動に関する内容を収録した DVD（雑草管理の基本技術と

実践[全４巻]、水路を長持ちさせるには？・水路の簡易補修マニ

ュアル 他）を貸し出しています。地域の研修等でご利用を希

望される際は、最寄りの市町村担当者にご相談ください。 

 

（山城・京都ブロックは本協議会事務局対応とします。） 


